
検
診
の
意
義
に
つ
い
て

　
「
早
期
発
見
」
と
「
予
防
は
治
療
に
勝

る
」
こ
と
を
強
調
し
ま
す
。
日
本
人
の
２

人
に
１
人
は
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る

「
が
ん
」
に
お
い
て
は
、
初
期
の
が
ん
患

者
の
多
く
は
無
症
状
で
あ
る
た
め
、
早
期

発
見
に
検
診
が
有
効
で
す
。
進
行
し
た
状

態
で
が
ん
が
見
つ
か
れ
ば
、
治
療
は
難
し

く
な
り
、
当
事
者
と
家
族
は
大
変
な
苦
労

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
定

健
診
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
未
然
に
拾
い
上
げ
、
病
気

に
な
ら
な
い
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

受
診
率
の
低
下
　
ど
う
受
け
と
め
る
か

　
国
が
が
ん
検
診
受
診
率
の
目
標
を
60
％

に
掲
げ
る
と
こ
ろ
、
市
は
検
診
項
目
の
多

く
が
10
％
未
満
で
す
。
症
状
が
な
い
、
自

分
は
健
康
と
い
う
思
い
込
み
、
忙
し
い
、

面
倒
と
い
っ
た
理
由
が
、
未
受
診
の
一
因

で
し
ょ
う
。
痛
い
、
苦
し
い
と
な
れ
ば
病

院
に
行
き
ま
す
が
、
症
状
が
な
く
て
体
調

が
問
題
な
い
状
態
な
ら
ば
、
検
査
の
必
要

が
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
緊
急

事
態
宣
言
の
発
令
が
出
た
と
き
は
、
さ
ら

に
受
診
率
が
落
ち
込
み
、
病
気
が
進
行
す

る
患
者
さ
ん
が
増
加
し
ま
し
た
。

沼
田
利
根
医
師
会
会
長
　
林
秀
彦
さ
ん

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
受
診
控
え
が
追
い
打
ち
を
か

け
、
が
ん
検
診
な
ど
の
受
診
率
の
減
少
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん

は
国
民
の
２
人
に
１
人
が
生
涯
の
う
ち
に
か
か
る
と
さ
れ
、
新
た
な
患
者

は
毎
年
１
０
０
万
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。
検
診
の
現
状
な
ど
を
解
説
す
る

と
と
も
に
、
定
期
的
な
受
診
の
必
要
性
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

特
集
　
定
期
的
な
受
診
で
リ
ス
ク
を
減
ら
す

　
　
命
を
守
る
が
ん
検
診

特定 後期

30

胃 大腸 肺 乳子宮

50

100

国保特定健診

令和3年度健診受診率
市と県平均の比較

がん早期発見による
5年生存率

早期発見
（ステージⅠ）
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救
う
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令和3年度がん検診受診率
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30

60 

市健診受診率
（％）

10

20

市がん検診受診率
（％）

《
出
典
》

※
１
　Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ

※
２
　県
感
染
症
・
が
ん
疾
病
対
策
課
資
料（
市
町
村
以
外
の
検
診
は
含
ま
な
い
）

※
３
　全
が
ん
協
部
位
別
臨
床
病
期
別
５
年
相
対
生
存
率
（
２
０
１
１
‐
２
０
１
３

年
診
断
症
例
）

≈

36.5

45.3

37.3

31.5 32.1

0

後期高齢者健診

R2 R3R1R2 R3R1

大腸がん 肺がん
子宮頸がん 乳がん

胃がん

18.1

9.6

3.8

5.9
5.7 4.9 5.2

6.9
5.7

6.3

17.7

15.9 15.416.1
16.5 16.1

0 0 0

0

※1※2

※3

コロナ禍で
受診率が

大きく下がり、
コロナ前の水準に
達していない

国の受診率目標は
がん検診60％、特定健診70％で
市はいずれも大きく乖

か い り

離している

県平均と比較して
市のがん検診は

いずれも下回っている
2

がん進展度（ステージ）は腫瘍の大きさ（Ｔ）、リンパ節
転移の有無（Ｎ）、遠隔転移の有無（Ｍ）により大きく５
つに分けられ、がんの広がり具合を示す（０～Ⅳ期）

※1
※2

　
医
療
技
術
が
発
達
し
、
が
ん
の
早
期
発

見
の
約
９
割
は
治
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
手
術
を
し
な
く
て
も
内
視
鏡
で
対
処

で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
早
期
で
症
状

は
ま
ず
出
な
い
の
で
、
年
に
１
回
の
受
診

は
、
早
期
発
見
に
は
不
可
欠
な
の
で
す
。

自
治
体
の
呼
び
掛
け
を
強
化

　
各
市
町
村
で
は
、
健
康
増
進
法
に
基
づ

く
事
業
と
し
て
、
住
民
を
対
象
に
し
た
が

ん
検
診
と
特
定
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
年
齢
な
ど
の
条
件
を
満

た
せ
ば
受
診
で
き
、
本
人
に
案
内
が
届
く

仕
組
み
で
す
。
市
の
特
定
健
診
は
無
料

で
、
胃
、
大
腸
、
肺
、
子
宮
頸
部
、
乳
の

が
ん
検
診
の
自
己
負
担
額
は
５
０
０
円
か

ら
２
千
円
で
す
。
乳
が
ん
は
21
歳
、
子
宮

頸
が
ん
は
41
歳
の
女
性
に
、
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
集
団
検
診
は

月
に
よ
っ
て
は
日
曜
日
も
行
っ
て
お
り
、

医
療
機
関
の
か
か
り
つ
け
が
な
い
若
年
層

や
平
日
仕
事
を
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
は

か
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。

受
診
率
向
上
へ
の
方
策

 

「
が
ん
検
診
は
不
要
不
急
」
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
医

療
機
関
な
ど
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
を

徹
底
し
た
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
当
事

者
は
早
期
発
見
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
安
心
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
治
体
や
民
間
団
体
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

控
え
て
い
た
呼
び
か
け
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

活
用
し
て
普
及
活
動
し
て
い
く
と
と
も

に
、
正
確
で
分
か
り
や
す
い
情
報
へ
ア
ク

セ
ス
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
強
化
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

肝炎ウイルス健康診査 前立腺がん

大腸がん

40歳以上

がん検診 の項目など

林
秀
彦
（
は
や
し
ひ
で
ひ
こ
）

上
原
町
在
住
。医
療
法
人
順
愛
会
　角
田
外
科
医
院

院
長
。
令
和
４
年
６
月
か
ら
沼
田
利
根
医
師
会
会
長

市
が
実
施
す
る
検
診
な
ど
の

一
覧
が
ま
と
ま
っ
た
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
（
右
）
。
受
診
シ
ー

ル
に
は
受
診
で
き
る
検
診

に
、
住
所
氏
名
な
ど
が
印
字

さ
れ
て
い
る
（
下
）

令和５年度　乳がん検診
〒378ｰ0044
住所　沼田市下之町888
フリガナ　ヌマタ　ハナコ
氏名　沼田　花子
生年月日　昭和57年2月9日（42歳）　性別 女

検診（健診）に
関するご意見
はこちらから

600円

無料

結核・肺がん

500円
〈胸部〉
40歳以上

〈喀たん〉
50歳以上

※65歳以上無料

※喫煙指数600以上
500円

乳がん

40歳以上の女性

※偶数年齢。前年度未
受診の奇数年齢を含む

1,000円

50歳以上の男性

1,000円

40歳以上
対象者は
受診シールに印字

特定健診、後期高齢者
市健診

腎機能

40歳以上 無料
※健康診査を受ける人

胃がん

〈内視鏡〉

50歳以上2,000円

〈バリウム〉
40歳以上 800円

※偶数年齢。前年度未受
診の奇数年齢を含む

子宮頸がん

20歳以上女性
500円

※偶数年齢。前年度未
受診の奇数年齢を含む

掲載に誤りがありましたの
で、お詫びして以下のとおり
訂正します。

個別検診（健診）実施医
療機関（P6）

「検診等のお知らせ」
　掲載内容の訂正

塩崎医院の前立腺がんの実
施について
正）実施する
誤）実施しない

胃バリウム検査（P12）

個別検診の実施期間について
正）令和5年9月～11月
誤）令和5年6月～12月

（ （

広報ぬまた  2023 . 63

先月、「検診等のお知らせ」を、緑色の封筒で郵
送しました。健診・検診は複数組み合わせて受
診できます。受診忘れなども確認しましょう。

※記載の金額は自己負担額


